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雲南病院だより雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

全
身
麻
酔
と
は

　

眠
る
こ
と
（
鎮
静
）、
痛
み
を

と
る
こ
と
（
鎮
痛
）、
体
を
動
か

な
く
す
る
こ
と
（
筋
弛
緩
）
の
３

つ
の
要
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み

合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
麻
酔
の
薬

で
眠
る
と
、
普
段
当
た
り
前
に

行
っ
て
い
る
呼
吸
も
止
ま
り
ま

す
。
自
分
の
力
で
体
中
へ
酸
素
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た

め
、
口
か
ら
肺
に
つ
な
が
る
気
管

ま
で
人
工
呼
吸
用
の
管
を
入
れ
呼

吸
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
手

術
中
は
進
行
状
況
や
患
者
さ
ん
の

状
態
を
見
な
が
ら
３
つ
の
要
素
を

調
整
し
て
い
ま
す
。「
麻
酔
＝
眠

る
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
あ
り

　「
麻
酔
っ
て
薬
を
使
っ
て
い
つ
も
通
り
眠
っ
て
い
る
だ
け
で
し
ょ
」
と

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
一
口
に
麻
酔
と
言
っ
て
も
全
身
麻
酔
・
区

域
麻
酔
（
硬
膜
外
麻
酔
・
脊
髄
ク
モ
膜
下
麻
酔
・
末
梢
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
）

と
た
く
さ
ん
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
医
療
で
は
手
術
の
内
容
や
患

者
さ
ん
一
人
一
人
の
状
態
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
時
に
複
数
の
方
法
を
組

み
合
わ
せ
て
麻
酔
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
全
身
麻
酔
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

ま
せ
ん
。
麻
酔
科
医
は
患
者
さ
ん

が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
な
く

安
全
に
手
術
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
全
身
状
態
を
絶
え
ず
見
守
り
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
手
術
が
終
了
し
た
ら
麻
酔
の
薬

を
中
止
し
目
覚
め
を
待
ち
ま
す
。

呼
び
か
け
に
き
ち
ん
と
応
え
る
こ

と
が
で
き
た
ら
人
工
呼
吸
の
管
を

抜
き
全
身
麻
酔
が
終
了
し
ま
す
。

直
後
は
体
に
少
量
の
薬
が
残
っ
て

い
る
影
響
で
普
段
よ
り
は
眠
り
が

深
く
、
記
憶
も
曖
昧
な
方
が
多
い

で
す
。

　
安
全
に
全
身
麻
酔
や
手
術
を
受

け
る
た
め
に
は
事
前
の
準
備
が
と

て
も
大
切
で
す
。
特
に
大
切
な
こ

と
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
禁
煙
を
お
願
い
し
ま
す

　
タ
バ
コ
の
煙
の
影
響
で
気
道
や

肺
の
機
能
が
弱
く
な
り
ま
す
。
手

術
中
も
痰
が
増
え
呼
吸
が
し
に
く

く
な
り
ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
は
肺

炎
を
起
こ
し
ま
す
。
傷
の
治
り
も

悪
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

電
子
タ
バ
コ
も
同
様
で
す
。
受
動

喫
煙
も
同
様
の
リ
ス
ク
と
な
り
ま

す
の
で
身
の
回
り
の
方
で
手
術
が

決
ま
っ
た
ら
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

＊
常
用
薬
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
普
段
飲
ん
で
い
る
薬
の
情
報
は

手
術
を
受
け
る
上
で
と
て
も
重
要

で
す
。
血
糖
を
下
げ
る
薬
や
血
液

を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
薬
は
服
用
の

中
止
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
お
薬
手
帳
な
ど
常
用
薬
が
分

か
る
も
の
を
持
っ
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
日
常
の
診
療
で
は
こ
の
よ
う
な

説
明
を
手
術
前
に
麻
酔
科
医
が
外

来
で
直
接
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
と
て
も
緊
張
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
初
対
面
の
麻
酔
科
医
に

質
問
し
に
く
い
の
で
は
、
と
感
じ

て
い
ま
す
。
安
心
・
安
全
に
手
術

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
医
師
・
看

護
師
と
協
力
し
て
い
ま
す
。
些
細

な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
会
い
し
た
時
に
は
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　全国国民健康保険診療施設協議会主催による第39回地域医療現地研究会が５月30日（金）、31（土）に開
催されました。

　地域医療現地研究会とは、保健・医療・介護・福祉の連携（統合）による地域包括医療・ケアの推進を
図るため、国民健康保険診療施設関係者が一堂に会し、施設視察、研究協議を行うことを目的に、毎年開
催されています。
　今回は、「神話と歴史のふるさとで地域包括医療・ケアを語る～人口減少社会への挑戦　地域共生社会
の実現を目指して～」をテーマとして島根県で開催され、全国各地から約220人が参加されました。

　30日の視察では、参加者が３グループに分かれて、雲南市立病院と附属掛合診療所、地域自主組織の
鍋山交流センター、菅谷たたら山内など雲南市内の施設を順番に訪れました。
　雲南市立病院では、産科ユニット、回復期リハビリテーション病棟（４階東病棟）、地域医療部、エネ
ルギー棟、免震装置、ボランティア活動、雲南医師会について各所で担当職員が説明し見学していただき
ました。

　掛合診療所では、施設見学と合わせて、波多診療所が巡回
診療へと移行した経緯をお話しし、僻地医療の継続に取り組
んだことを説明しました。
　視察に訪れた方からは「地域とここまで繋がっている病院
は初めてでした」、「病院と地域のつながりや地域の支えを感
じた」、「機能的で、きれいな病院で、見渡しが良く患者さん
に優しい病院だと思いました」などと感想をいただきました。

　31日は松江市で全体討議が行われました。
　雲南圏域の４病院から発表し、参加者と意見交換をしまし
た。雲南市立病院からは西院長が経営危機からの復活のため
に取り組んだ事業について説明しました。
　また、これまでの医師確保対策や地域住民との協働を大事にしながら、今後の人口減少、医療過疎に備
えた取り組みをしていく、日々変化する医療制度や社会情勢に対応できることが、持続可能な病院である
とお話ししました。

　地域医療日本一をめざす当院にとって、これまでの取り組みを知っていただく貴重な機会となりました。
　今後も、地域の皆さんとともに、よりよい医療体制の構築を目指していきます。

麻
酔
科
　
診
療
科
部
長
　
木き

　
村む
ら

　
綾あ
や

　
乃の

気管挿管の様子
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参加者の皆さん 歓迎会の様子

　暑い夏の熱中症対策として「水分摂取」には皆さん気をつけられていることと思い
ます。しかし、選ぶ飲み物と摂取する量によっては重大な病気を引き起こすことがあ
るのは知っていますか。

ペットボトル症候群とは　炭酸飲料・ジュース・スポーツドリンクなどの清涼飲料水の飲み
過ぎで発症する急性の糖尿病です。
※糖分の入った飲料であれば、缶や紙パック入りでも症状は起こります。
 症 状 　喉の渇き・尿量が多い・倦怠感・イライラ感・重症化すると意識障害
糖分が入った飲み物を大量に飲み続けると、血液中のブドウ糖が増え血糖値が上がります（高血
糖）。この状態が続くと、インスリンという血糖値を下げるホルモンの分泌や働きが悪くなり、
ブドウ糖をエネルギー源としてうまく利用できなくなります。代わりにタンパク質や脂肪が分解
されエネルギーとして利用されますが、脂肪の分解時にできる「ケトン体」が増えると上記のよ
うな症状が現れます。

 予 防 　糖分が含まれている清涼飲料水を毎日大量に飲むことは避けましょう。水分補給に適して
いるとされているスポーツドリンクも500ｍｌで３gのスティックシュガー10本くらいの砂糖が
含まれています。栄養成分表を確認し、糖分の摂り過ぎには注意してください。

　６月13日（金）に大東地域交流センターで「がんばれ雲南病院市民の会」・「雲南病院ボランティ
アの会・てごっ人

と
」・「NPO法人まちづくり工房うんなん」の主催で、令和７年度新任医師・職員

の歓迎会が行われました。
　歓迎会には雲南市議会議員、雲南市職員、雲南保健所からも参加があり、総勢71人の賑やかな
会となりました。
　新任医師の着任のあいさつでは、病院や医療についてユーモアたっぷりに思いを語られました。
　また、新入職員のあいさつでは、これからの病院についてや、自身の未来についてなど熱く語っ
ていただきました。
　主催をされた「てごっ人」の方からは、「若い先生たちが増えた事がとてもうれしい、以前の医
師数が戻ってきて病院に活気が出てきた。新入職員の皆さんには、ボランティア活動を通じて親睦
を深めていきたい」などといった意見をいただきました。

HPVは、将来的に子宮頸がんを引き起こす可能性のあるウイルスです。
接種を受けることで、自分自身を守るだけでなく、周りの人の大切な健康を

守る手助けにもなります。


